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研究成果の概要（和文）：局部時間反転音声，モザイク音声，断続音声，市松音声という 4 種類の劣化音声を
用いて音声の了解度を測定する様々な実験を行った。これらの実験を通じて，因子分析の結果発見された 8 言
語／方言に共通する 4 周波数帯域が，音声知覚にとって大変重要であることが示された。さらに，二重時間窓
モデルを確率加算モデルの中に組み込んで発展させ，市松音声を用いた新しい実験パラダイムを作ることができ
た。

研究成果の概要（英文）：This research project focused on the auditory temporal processing of speech,
 hypothesizing two temporal windows of different lengths, i.e., short and long, work together to 
extract meanings of running speech of various languages. We employed locally time-reversed speech, 
mosaic speech (noise-vocoded speech with stepwise spectrotemporal envelopes), interrupted speech, 
and checkerboard speech (speech interrupted in time and frequency) stimuli. Overall, it is shown 
that the four frequency bands commonly observed for eight languages/dialects work as independent 
speech cue channels and that the probability summation model with two temporal windows explains the 
intelligibility of interrupted mosaic speech and checkerboard speech stimuli.

研究分野：聴覚心理学

キーワード： 劣化音声知覚　市松音声　モザイク音声　知覚体制化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
(1) 因子分析の結果，得られた 4 周波数帯域が音声知覚にとって重要な情報チャンネルとして働いていること
を示し，(2) 時間のみで断続を行う断続音声刺激と，時間と周波数の両方で交互に断続を行う市松音声刺激を組
み合わせることにより，聴覚の時間周波数統合について調べる新しい実験パラダイムを考案してその有効性を示
し，(3) 二重時間窓モデルを確率加算モデルに組み込んで発展させたことに学術的意義があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様　式　Ｃ–１９、Ｆ–１９–１（共通）

1 研究開始当初の背景

Method:	S*muli	

•  35	sentences	in	American	
English,	German,	Japanese,	and	
Mandarin	Chinese,	spoken	by	a	
male	and	a	female	(NTT-AT,	
Mul*-Lingual	Speech	Database	
2002;	16-kHz	sampling,	16-bit	
linear	quan*za*on).	

•  Segment	dura*ons:	20-170	ms	
at	25	ms	intervals	including	2.5-
ms	cosine	ramps.	

•  Presented	through	headphones	
(Beyerdynamic,	DT	990)	
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図 1. 局部時間反転音声。上段は原音声，
下段は区間長 70 msで局部時間反転した
波形，縦線は区間境界。
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図 2. 局部時間反転音声の話速を正規化
した明瞭度曲線。曲線の形は言語によら
ない (Ueda et al., 2017)。

音声知覚において，音声信号の時間的な変化とその順
序とは非常に重要である。たとえば，音声を録音し，時
間軸を逆転させて再生すると，意味内容をまったく聴き
とることができない。しかし，音声を短い区間に分割し，
それぞれの区間ごとに再生方向を逆転させたものをつな
げた局部時間反転音声（図 1）は，区間長が 40 ms以下
であれば，ほぼ完璧に聴きとることができる。ところが，
区間長を長くすれば，聴き取りの正答率を表す明瞭度は
急激に低下する。研究代表者らは，海外共同研究者とと
もに，この明瞭度の低下の仕方には，英語，ドイツ語，
中国語，日本語という大幅に異なる言語間においても，
言語による違いが見られないことを発見した（Ueda et

al., 2017；図 2）。
このように波形だけを見れば，まったくでたらめな刺

激から，ヒトはもとの音声を正確に復元して聴きとり，
理解することができる。しかし，このような聴覚系の能
力が，どのような仕組みによって支えられているのかに
ついては，よくわかっていない。一方で，このような刺
激からもとの音声を復元する仕方を実験参加者が事前に
学習していたとは考えがたい。また，区間長を長くした
ときの明瞭度の低下の様子は，言語によらず同じ曲線で
表される。したがって，局部時間反転音声を知覚すると
きに用いられる聴覚の仕組みは，どのような入力に対し
てであれ，実験参加者の母語が違っても共通するような，
基本的な聴覚機構が自動的に働いた結果，特定の条件下
では音声を聴きとることができたと考えるのが妥当であ
ろう。
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図 3. 二重時間窓仮説の模式図。

音声を含む聴覚情報の脳内
における時間的な処理に関し
ては，40–50 ms 程度の短い
時間窓で処理を行う系路と，
100–200 ms 程度の長い時間
窓で処理を行う系路との二つ
の処理系が存在し，これらが
ある程度，並行して働くとの
見方がある (たとえば， Giraud and Poeppel, 2012)。通常の音声では，ひとまとまりの音として意
識される音節の時間長は 250 msを超えない程度であるのに対して，音韻論上の最小単位である音素
の時間長は 25–80 msと言われている。このことと上記の現象との関係を考えると，局部時間反転音
声の区間長が 50 msを超えない条件では，長い時間窓において常に二つ以上の区間にまたがった処
理（音節知覚）を行うことができ，その処理結果に基づいて，別の系路で行われた短い時間窓の処理
結果（音素知覚の手がかり）を修正し，全体としてつじつまが合うように音声を知覚することができ
るのに対して，区間長が 100 msを超えた条件になると，長い時間窓で処理された結果もまったくわ
けのわからないものになってしまい，短い時間窓の処理結果を修正することができなくなってしまう
と考えられる（図 3）。
これらの先行研究から，我々が局部時間反転音声から，もとの音声を復元することができるのは，

「我々の脳が，大まかな（長い時間窓で処理された）情報から，より細かい情報を推測し，細かい（短



い時間窓で処理された）情報との照合を行いつつ，全体のつじつまが合うように解釈している」ため
ではないかと考えられる。この仮説（二重時間窓仮説）を検証することにより，言語間に共通する音
声知覚のしくみを探ることが，本研究の核心をなす「問い」である。
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図 4. 臨界帯域フィルターを通した音声のパワー変動
の因子分析から得られた，8言語／方言に共通する 4

因子および 4周波数帯域。太い折れ線は 8言語／方言
をまとめた分析から得られた 4因子で，細い折れ線は
言語別の分析から得られた因子を表す。縦線は，多言
語に共通する 4周波数帯域の境界を示す (Ueda and

Nakajima, 2017)。

その上で，音声知覚が成立するために必
要な，もう一つの要因についても考えねば
ならない。それは，音声信号に含まれる周
波数スペクトルの分解精度が充分であるか
どうかである。研究代表者らは，英，米，仏，
独，西，北京，広東，日の 8言語／方言の音
声を用い，聴覚末梢の周波数分解精度を反
映させた臨界帯域フィルターを通して得た
出力から，スペクトルのパワー変動につい
て因子分析を行った結果，これらの言語／
方言に共通する 3ないし 4因子および 4周
波数帯域（境界周波数：540, 1700, 3300 Hz）
を得た (Ueda and Nakajima, 2017, 図 4)。
これらの因子または周波数帯域は，音声知
覚に最低限必要であることが知覚実験によ
り示されている (Ellermeier et al., 2015;

Kishida et al., 2016; Ueda et al., 2018)。
さらに，これらの因子により，英語の全て
の音素が，音声学上妥当とされる鳴音性尺
度上に整然と配列されることもわかってい
る (Nakajima et al., 2017)。

2 研究の目的
「我々の脳は，長さの異なる二つの時間窓を用い，大まかな処理結果から細かい情報の推測，照合
を行い，音声の意味を解釈している」という上記の仮説（二重時間窓仮説）を検証し，言語間に共通
する音声の知覚と意味理解のしくみを探ることを目的とした。

3 研究の方法
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図 5. 4帯域市松音声刺激のスペクトロ
グラム例。Ueda et al. (2023)による。

上記のような方針に基づいて局部時間反転音声やモザ
イク音声 (Nakajima et al., 2018)などを用いた研究を
実施した。局部時間反転音声に関しては，音声をいくつ
かの帯域に分け，帯域ごとに局部時間反転を行うことに
より，音声全体の了解度が劣化される周波数帯域によっ
てどのような影響を受けるのかを調べた。モザイク音声
に関しては，モザイク区間長を変化させて了解度を調べ
る実験を日本語および中国語で行い，結果を比較した。さらに，モザイク化した区間の順序を一定の
範囲内でランダムに入れ換えた，ランダマイズモザイク音声を用いた実験を日本語および中国語で
実施した。また，モザイク音声を断続したうえで，残ったモザイク区間を延長することにより空白を
埋める，断続伸張モザイク音声を作成，了解度を調べた。さらに，時間周波数平面上で周波数帯域
ごとに互い違いに文音声を断続し，了解度を測定した研究がこれまで行われていないことに気づき，
市松音声（図 5）を用いた研究を開始した。このような刺激は，区間長の等しい断続音声と原音声の
半分のみが呈示される点は同じであるが，周波数帯域数および区間長の組み合わせを変えることで
時間周波数平面上に点在する音声情報を聴覚がどのように統合しているのかを調べることができる。



4 研究成果
局部時間反転音声を用いた研究では，Ueda and Nakajima (2017)が見いだした 8言語／方言に共

通する 4周波数帯域に音声を分割し，そのうち一つの帯域のみを除いて局部時間反転を行う条件，お
よび一つの帯域のみを局部時間反転する条件の両方で実験を実施したところ，4帯域のうち下から二
番目の周波数帯域が劣化されずに保存されている場合がもっとも了解度が高く，逆にその帯域だけが
劣化された場合は了解度の低下が最も大きくなった (Ueda and Matsuo, 2021)。また，局部時間反転
音声を断続し，空白部分に雑音を入れて雑音のレベルを変化させたところ，強い雑音を入れた場合に
は了解度が向上した (Ueda and Ciocca, 2021)。雑音自体には音声知覚に役立つ情報は何ら含まれて
いないが，音声の連続性が向上することによって了解度も向上すると考えられる。
モザイク音声を用いた研究では，モザイク区間長は 40ミリ秒までは区間長を延長しても了解度の

低下が見られないが，それ以上の区間長にすると急激に了解度が低下すること，また，この様子は日
本語だけでなく，中国語でも同様に見られることを示した (Eguchi et al., 2022)。日本語と中国語の
ランダマイズモザイク音声を用いた実験では，モザイク区間のランダマイズを行う区間と等しいモ
ザイク区間長のモザイク音声の了解度よりも，ランダマイズモザイク音声の了解度は常に上回るこ
と，この結果は日本語と中国語に共通してみられることが明らかになった (江口ほか, 2019; 唐ほか,

2022)。このことは，一定の範囲内でランダムに順序を入れ換えた情報を聴覚がうまく利用できるこ
とを示している。また断続伸張モザイク音声を用いた研究では，断続後のモザイク区間伸長によって
了解度が向上する条件と低下する条件の両方を発見した (Ueda et al., 2022, 2024)。この了解度の変
化は Shafiro et al. (2018)の確率加算モデルに二重時間窓を組み込んだモデルによって説明できる。

図 6. 断続音声および市松音声の了解
度。縦軸におけるモーラは日本語の単位
で，音節よりも小さい。断続音声の正答
率（了解度）は区間長とともに単調に低
下し，50%に近づくのに対し，4および
8帯域の市松音声では区間長 160ミリ秒
を谷底（赤枠）とするU字型の了解度曲
線が得られる。エラーバーは標準誤差。
Ueda et al. (2023)による。

市松音声を用いた研究では，2, 4および 8帯域で区間
長 160 msのときに了解度が最低となること，2, 4帯域
条件の了解度は断続音声条件の了解度を常に下回ること，
8帯域条件の了解度は 4帯域条件とは対照的に高く，断
続音声の了解度を常に上回ること，因子分析の結果に基
づいた帯域分割の方法が，音声知覚の手がかりを明確に
分割することなどがわかった（図 6） (Ueda et al., 2021,

2023)。断続音声および市松音声について，1話者の場合
と 2話者の断続音声または市松音声を組み合わせてどち
らか一方の話者のみに実験参加者の注意を向けるよう教
示すると，刺激の種類にかかわらず 1話者の条件と比べ
て比率で 15%程度の了解度低下が生じること，断続音声
と市松音声の間の了解度曲線の違いは 2話者でも保たれ
ることを見いだした (Hasegawa et al., under review)。
さらに，市松音声の無音区画を雑音で置換し（市松音声
と逆位相の市松雑音で無音区画を充填），雑音のレベル
を操作して了解度への影響を調べた実験結果について，
刺激の変調指数スペクトルを調べ，投稿準備中である。
全体として，因子分析の結果発見された 8言語／方言

に共通する 4周波数帯域が，音声知覚にとって大変重要
であることが示された。また，二重時間窓モデルを確率
加算モデルの中に組み込んで発展させ，市松音声を用いた新しい実験パラダイムを作ることができ
たと考えている。
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 ２．発表標題

Jun Hasegawa, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, Gerard B. Remijn, and Emi Hasuo

Hiroshige Takeichi, Kazuo Ueda, Takako Mitsudo, Alexandra Wolf, Yoji Hirano

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hiroshige Takeichi, Kazuo Ueda, Takako Mitsudo, Alexandra Wolf, and Yoji Hirano

Kazuo Ueda, Masashi Hashimoto, Hiroshige Takeichi, and Kohei Wakamiya

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Magnetoencephalography elucidates mosaic speech processing

Magnetoencephalography of checkerboard speech processing

Interrupted mosaic speech revisited: A biphasic effect of stretching on intelligibility

Selective Listening in Checkerboard and Interrupted Japanese Speech Stimuli with Two Talkers

 ４．発表年

 ４．発表年
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 ２．発表標題
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ICMPC17-APSCOM7（国際学会）

日本音響学会聴覚研究会

Fechner Day 2023: The 39th Annual Meeting for the International Society for Psychophysics（国際学会）

ICMPC17-APSCOM7（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

Gerard B. Remijn, Masaki Teramachi, Ryuji Takahashi, Kazuo Ueda

Geng-Yan JHANG, Kazuo UEDA, Hiroshige TAKEICHI, Gerard B. REMIJN

Jun Hasegawa, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, Gerard B. Remijn, and Emi Hasuo

Nakajima, Y., Remijn, G.B., Kamimura, Y., Kanafuka, K.

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Summary statistics in hearing: Average pitch estimation from a sequence of tones by listeners with and without absolute
pitch

The rivalry between fundamental frequency separation and switching frequency bands for auditory stream segregation in
harmonic complex tone sequences

Selective listening in checkerboard and interrupted speech stimuli with two talkers

Temporal proximity between sound edges is vital for the gap transfer illusion

 １．発表者名

 ３．学会等名
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Fechner Day 2023: The 39th Annual Meeting for the International Society for Psychophysics（国際学会）

ICMPC17-APSCOM7（国際学会）

日本音響学会聴覚研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
日本音響学会聴覚研究会

 ２．発表標題

Takeuchi A., Remijn, G.B.

久住 香奈, 蓮尾 絵美, Gerard B. Remijn

Remijn, G.B., Takahashi, R., Ueda, K.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The relation between pupil dilation and positive affective feelings induced by ASMR-sounds, music, and other sounds

音の周波数変化が聴覚の数的判断に与える影響

Summary statistics for music scale tones: the influence of the interstimulus interval between the stimulus set and the
comparison tone.

How is a temporal gap in a longer glide perceived if a longer and a shorter tone glide crossing one another are heard as two
bouncing trajectories?
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The 63rd Perceptual Frontier Seminar: 10th Anniversary Seminar, Fukuoka (Japan)（招待講演）

The 60th Perceptual Frontier Seminar: Time and Rhythm, Fukuoka (Japan)

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Hasuo, E., Masuda, Y., Arao, H., Ono, K., & Matani, A.

 ２．発表標題

Nakajima, Y., & Hasuo, E.

Nakajima, Y., Hasuo, E., Matsuda-Imai, M., & Tomimatsu, E.

Hasuo, E.

 ３．学会等名

the 39th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics (Fechner Day 2023), Assisi (Italy)（招待講演）（国際
学会）

17th International Conference of Music Perception and Cognition (ICMPC17-APSCOM7), Tokyo (Japan)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Effects of beat on the occurrence of temporal assimilation: Behavioral and EEG experiments

Inevitable time warp in music perception. Symposium "Psychological times (Organizer: Simon Grondin)"

Perceptual contrast between two adjacent short time intervals marked by tone

Does beat influence rhythm perception?
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The 60th Perceptual Frontier Seminar: Time and Rhythm, Fukuoka (Japan)

The 60th Perceptual Frontier Seminar: Time and Rhythm, Fukuoka (Japan)

Hasegawa, J., Ueda, K., Takeichi, H., Remijn, G., & Hasuo, E.

Kusumi, K., Hasuo, E., & Remijn, G.

Hasuo, E., Ono, K., & Matani, A.

Hasuo, E., Masuda, Y., & Arao, H.

17th International Conference of Music Perception and Cognition (ICMPC17-APSCOM7), Tokyo (Japan)（国際学会）

17th International Conference of Music Perception and Cognition (ICMPC17-APSCOM7), Tokyo (Japan)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Selective listening in checkerboard and interrupted speech stimuli with two talkers

The effect of frequency modulation on auditory numerosity judgments

Electroencephalographic study on bistable rhythm

Does asymmetrical temporal assimilation occur in music?

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名
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17th International Conference of Music Perception and Cognition (ICMPC17-APSCOM7), Tokyo (Japan)（国際学会）

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

The 63rd Perceptual Frontier Seminar: 10th Anniversary Seminar

第45回日本生物学的精神医学会年会

光藤崇子,田村俊介,高井善史,中西翔一郎,上野雄文,鬼塚俊明,平野羊嗣

Takako Mitsudo,Shunsuke Tamura, Yoshifumi Takai, Shoichiro Nakanishi, Takefumi Ueno, Toshiaki Onitsuka, Yoji Hirano

田村俊介,高井善史,光藤崇子,中西翔一郎,北島和俊,三笘良,鬼塚俊明,平野羊嗣

Nakajima, Y. & Hasuo, E.

 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

統合失調症における自発γ振動の認知的制御不全 ：聴覚注意課題による検討

Auditory selective attention revealed an aberrant endogenous gamma-band synchronization in patients with schizophrenia

統合失調症における音声誘発ガンマオシレーションの異常

Discrepancies between physical and perceived inter-onset time intervals that cannot be ignored in music perception studies
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30 June 2023, Miyazaki University, Miyazaki, Japan（招待講演）

2-9 August 2023, Digital Economy Promotion Agency (DEPA), Bangkok, Thailand（国際学会）
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 ３．学会等名

Alexandra Wolf, Shunsuke Tamura, Takako Mitsudo, Kazuo Ueda, Yoji Hirano, Mihoko Otake-Matsuura
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光藤崇子,田村俊介,高井善文,中西翔一郎,上野雄文,鬼塚俊明,平野羊嗣

三笘良,田村俊介,光藤崇子,成儒彬,松本航,山口高弘,向野隆彦,重藤寛史,平野羊嗣,平野昭吾,磯部紀子,中尾智博

Alexandra WOLF, Shunsuke TAMURA, Takako MITSUDO, Kazuo UEDA, Yoji HIRANO

第45回日本生物学的精神医学会年会

第56回日本てんかん学会学術総会
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 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

INFORMATION PROCESSING STRATEGY AMONG CLINICAL POPULATIONS IN A DECISION-MAKING TASK: AN EYE MOVEMENT STUDY

統合失調症における内因性ガンマオシレーションの適応的な調整不全：聴覚注意課題による検討

若年性ミオクロニーてんかんにおける聴性、および体性感覚性定常状態反応の異常

Revealing Gaze Impairment among Clinical Populations Using Eye-Tracking Technology
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Fechner Day 2022: The 38th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

Fechner Day 2022: The 38th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Kohei Wakamiya

Linh Doan, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Gerard B. Remijn

Geng-Yan Jhang, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Gerard B. Remijn

Alexandra Wolf, Shunsuke Tamura, Takako Mitsudo, Kazuo Ueda, and Yoji Hirano

Fechner Day 2022: The 38th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

Fechner Day 2022: The 38th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Auditory grouping facilitates understanding interrupted mosaic speech stimuli

Checkerboard speech: A trough in the intelligibility curves

Auditory stream segregation for complex tones with switching frequency bands

Information processing abnormalities among patients with schizophrenia in a decision-making task
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Fechner Day 2022: The 38th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

Acoustical Society of America, P&P Virtual Journal Club（招待講演）（国際学会）

ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）

ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）

Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Kohei Wakamiya

Kimiko Negi, Gerard B. Remijn, Yoshitaka Nakajima, and Kazuo Ueda,

Hiroshige Takeichi, Kazuo Ueda, Takako Mitsudo, Alexandra Wolf, and Yoji Hirano,

Hiroshige Takeichi, Kazuo Ueda, Takako Mitsudo, Alexandra Wolf, and Yoji Hirano
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 １．発表者名

 １．発表者名

Auditory grouping is necessary to understand interrupted mosaic speech stimuli

Analysis of enhanced speech quality using correspondence analysis

Magnetoencephalography elucidates processing mosaic and checkerboard speech

Magnetoencephalography of processing mosaic and checkerboard speech

 １．発表者名
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ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）

ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）

 ３．学会等名
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Remijn, G.B., Nakajima, Y.

 ２．発表標題

Koutaro Munechika, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Gerard B. Remijn

Linh Doan, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Gerard B. Remijn

Geng-Yan Jhang, Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, and Gerard B. Remijn

ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）

ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）
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 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Illusory auditory event formation in different frequency regions

Phonemic restoration and energetic masking with checkerboard speech stimuli

A trough in intelligibility curves for checkerboard speech stimuli with four and eight frequency bands

Auditory stream segregation for complex tones with switching frequency bands: Rivaling factors for segregation
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 １．発表者名

 ２．発表標題
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ASJ Auditory Research Meeting（国際学会）

First International Workshop on Complex Systems Science & Health Neuroscience, 28 November, Kyoto, Japan（国際学会）

Nakajima, Y., Remijn, G.B.

Wolf, A.

Wolf A.

Wolf, A., Tamura, S., Mitsudo, T., Ueda, K., & Hirano, Y.

A*STAR CFAR / RIKEN-AIP Workshop, 16 December, Hybrid event, Singapore（国際学会）

ECVP2022, 28 August - 01 September 2022, Nijmegen, Netherlands（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

On the illusory continuity in the gap transfer illusion: A few auditory demonstrations

The Potential of Gaze Parameters in the Diagnosis of Mild Cognitive Impairment

Eye Movement Abnormalities in Older Adults With and Without Mild Cognitive Impairment.

A preliminary study on evaluative responses toward naturalistic food images among patients with schizophrenia and healthy
controls

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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日本心理学会第86回大会

日本音響学会秋季研究発表会

日本音響学会秋季研究発表会

日本音響学会秋季研究発表会

Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi, Kohei Wakamiya, and Gerard B. Remijn

ドアン リン，上田和夫，竹市博臣,ジェラード B. レメイン

棟近 光太郎，上田和夫，竹市博臣,ジェラード B. レメイン

Kazuo Ueda, Hiroshige Takeichi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Auditory grouping by stretching: Regaining intelligibility of interrupted mosaic speech stimuli

市松音声の了解度：周波数帯域数と区間長の効果

市松音声のエネルギー・マスキング

Regaining intelligibility of interrupted mosaic speech by stretching

 １．発表者名
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 ３．学会等名

五感応用デバイス研究開発センター　セミナー（招待講演）

第118回 日本精神神経学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

三笘良, 田村俊介, 成儒彬, 光藤崇子, 高井善文, 中村一太, 中尾 智博, 鬼塚 俊明, 平野 羊嗣

 ２．発表標題

橋本将史，上田和夫，竹市博臣，若宮幸平，ジェラード B. レメイン

川口智史，ジェラード B. レメイン

上田和夫

日本音響学会聴覚研究会

日本音響学会聴覚研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

統合失調症者における自発-聴覚関連課題間のγ帯域神経振動異常

断続伸張モザイク音声：時間分解精度と断続が了解度におよぼす効果の分離

英語の第二言語習得に母語の韻律が与える影響：日本語，中国語母語話者間の比較検討

劣化音声の了解度回復

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 52nd Perceptual Frontier Seminar: Non-Invasive Exploration of the Brain with Visual, Tactile, and Auditory Stimuli（国際
学会）

the 43rd European Conference on Visual Perception (ECVP 2021)（国際学会）

Kazuo UEDA, Riina KAWAKAMI, Hiroshige TAKEICHI

Alexandra Wolf, Kazuo Ueda, and Yoji Hirano

Nakajima, Y., Onaka, T., Oyama, A., Ueda, K., and Remijn, G. B.

Zhang, Y., Nakajima, Y., Ueda, K., and Remijn, G. B.

Fechner Day 2021: The 57th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

Fechner Day 2021: The 57th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Checkerboard speech

Eye-Movement Abnormalities among Patients with Schizophrenia

Temporal and frequency resolution needed for auditory communication: Comparison between young and senior listeners utilizing
mosaic speech

Acoustic correlates of English consonant-vowel-consonant (CVC) words obtained with multivariate analysis

 １．発表者名
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 ２．発表標題
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Fechner Day 2021: The 57th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

Fechner Day 2021: The 57th Annual Meeting of the International Society for Psychophysics（国際学会）

日本音響学会聴覚研究会

日本音響学会音声コミュニケーション研究会

Kazuo Ueda, Riina Kawakami, Hiroshige Takeichi

Kazuo UEDA, Riina KAWAKAMI, and Hiroshige TAKEICHI

上田和夫，川上里以菜，竹市博臣

Wolf, A., Ueda, K., and Hirano, Y.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Checkerboard Speech: A New Experimental Paradigm for Investigating Speech Perception

Combined Effects of Temporal and Spectral Segmentation on Intelligibility of Degraded Speech

市松音声と断続音声の知覚

Eye movement abnormalities among patients with schizophrenia

 １．発表者名
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 ３．学会等名
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日本音響学会秋季研究発表会

日本音響学会音声コミュニケーション研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

唐挺山、上田和夫、Gerard, B. Remijn, 竹市博臣

 ２．発表標題

上田和夫,竹市博臣

川上 里以菜，上田 和夫，竹市 博臣
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

時間順序をランダマイズしたモザイク音声の了解度: 中国語と日本語の比較

市松音声と断続音声の知覚：周波数・時間領域における知覚体制化

市松音声の知覚:聴覚体制化における断続音声との違い

局部時間反転キメラ音声の了解度に影響を及ぼす周波数帯：実験および誤答分析
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日本音響学会春季研究発表会

日本音響学会春季研究発表会

棟近光太郎，上田 和夫，竹市 博臣，Gerard B. Remijn

ドアン リン，上田 和夫，竹市 博臣，レメイン ジェラード

江口 輝, 上田 和夫, レメイン ジェラード B., 中島 祥好

平野羊嗣

日本音響学会秋季研究発表会
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